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も
に
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

そ
れ
を
反
映
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
な
も
の
と
考
え
る
。

議
員　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ
の
取
り
組

み
等
、
多
様
性
を
重
ん
じ
る
本

市
の
あ
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

議
会
や
市
民
と
共
に
考

え
、
議
論
し
多
様
性
を
重
ん
じ

る
本
市
の
望
ま
し
い
未
来
へ
と

進
ん
で
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉介
護
人
材
の
確

保
／
主
権
者
教
育
に
つ
い
て
な
ど

議
員　

三
鷹
駅
前
の
再
開
発
に

つ
い
て
は
、
施
政
方
針
で
は
触

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
積

極
的
に
地
権
者
や
市
民
と
対
話

し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

市
長　

施
工
者
は
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
で
あ
り
、
地
権
者
も
多
く
、

一
定
の
困
難
が
あ
る
が
、
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
だ
。
本
市
は
推
進
役
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
て
い
く
。

議
員　

外
環
道
工
事
に
お
け
る

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
に
よ
る
掘
進

の
安
全
性
に
つ
い
て
、
本
市
独

自
の
検
証
を
行
っ
た
か
。
安
全

と
判
断
し
た
根
拠
を
問
う
。

都
市
整
備
部
長　

有
識
者
に
て

構
成
さ
れ
る
、
東
京
外
環
ト
ン

ネ
ル
施
工
等
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
安
全
に
掘
進
で
き
る
こ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉消
費
税
増
税

に
よ
る
使
用
料
等
へ
の
転
嫁
／

学
童
保
育
所
の
待
機
児
童
／
国

保
税
引
き
下
げ
に
つ
い
て
な
ど

的
な
相
談
支
援
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

等
を
活
用
し
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

都
市
の
再
生
、
公
共
施

設
の
耐
震
化
等
は
市
民
の
生
命

と
財
産
を
首
都
直
下
地
震
等
の

災
害
か
ら
守
る
た
め
の
も
の

だ
。
こ
の
こ
と
を
広
く
市
民
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　

市
民
参
加
の
取
り
組
み

を
進
め
る
中
で
、
都
市
再
生
の

意
義
を
丁
寧
に
説
明
す
る
と
と

議
員　

本
市
庁
舎
は
建
物
の
耐

震
強
度
か
ら
見
て
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
耐
用
年
数
の
60
年
か
ら

更
に
数
十
年
持
つ
と
の
建
築
士

の
見
解
が
あ
る
。
現
在
の
庁
舎

を
大
切
に
使
い
、
100
年
持
た
せ

る
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

発
災
時
、
迅
速
に
対
応

す
る
に
は
庁
舎
機
能
の
移
転
の

リ
ス
ク
を
避
け
る
必
要
が
あ

り
、
建
て
替
え
に
よ
る
耐
震
性

の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

議
員　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成

の
所
得
制
限
を
、
小
学
生
に
つ

い
て
撤
廃
す
る
こ
と
は
歓
迎

だ
。
一
方
で
、昨
年
、18
歳
ま
で

の
窓
口
負
担
も
含
め
た
完
全
無

償
化
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
だ
。

せ
め
て
中
学
生
ま
で
の
所
得
制

限
を
撤
廃
で
き
な
い
か
伺
う
。

市
長　

社
会
保
障
関
連
経
費
が

増
高
す
る
中
、
持
続
可
能
な
取

り
組
み
と
し
て
、
小
学
生
ま
で

の
所
得
制
限
を
撤
廃
と
し
た
。

議
員　

ど
ん
ぐ
り
山
廃
止
後
の

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
、
民
間

事
業
者
に
譲
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長　

今
後
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

市
長　

歳
入
歳
出
の
推
計
の
見

通
し
を
立
て
て
財
政
運
営
に
臨

む
と
と
も
に
、
財
源
確
保
に
つ

い
て
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
等

を
活
用
し
な
が
ら
、
本
市
へ
ふ

る
さ
と
納
税
を
し
て
も
ら
え
る

仕
組
み
を
検
討
す
る
。

議
員　

今
般
、
児
童
虐
待
に
対

す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
。

本
市
と
他
の
行
政
機
関
等
と
の

連
携
及
び
加
害
者
へ
の
更
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
等
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

東
京
都
等
が
実
施
す
る

研
修
等
を
活
用
し
、
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
等
に
努
め
る
と
と

も
に
、
児
童
相
談
所
で
の
専
門

て
の
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち

を
地
域
社
会
全
体
で
支
え
る
支

援
を
重
視
し
て
き
た
。
今
後
も

全
市
民
の
理
解
・
協
力
を
得
な

が
ら
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

在
宅
子
育
て
支
援
と
施

設
保
育
が
連
携
し
、
総
合
的
に

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
が
で
き

る
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要

だ
。進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

本
年
４
月
に
認
可
保
育

園
を
４
園
新
設
し
、
１
園
で
親

子
ひ
ろ
ば
事
業
を
、
１
園
で
一

時
保
育
事
業
を
実
施
す
る
。
保

護
者
が
不
安
を
抱
き
や
す
い
乳

幼
児
期
を
支
援
し
て
い
く
。

議
員　

食
品
ロ
ス
の
削
減
目
標

を
掲
げ
、
全
市
で
の
一
層
の
取

り
組
み
を
進
め
る
べ
き
だ
。

生
活
環
境
部
長　

三
鷹
市
食
べ

き
り
運
動
の
協
力
店
は
目
標
を

上
回
っ
た
。
引
き
続
き
全
市
的

な
取
り
組
み
の
充
実
を
図
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
予
算
編
成

の
重
点
テ
ー
マ
／
介
護
人
材
確

保
／
防
災
対
策
に
つ
い
て
な
ど

議
員　

平
成
30
年
６
月
に
実
施

し
た
市
民
満
足
度
・
意
向
調
査

に
係
る
分
析
結
果
と
信
頼
度
、

満
足
度
向
上
及
び
課
題
認
識
に

つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　

全
体
的
に
一
定
の
評
価

が
あ
っ
た
も
の
と
受
け
止
め
て

い
る
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

に
は
満
足
度
が
下
が
っ
て
い
る

も
の
も
あ
る
。
限
ら
れ
た
財
源

で
最
大
限
の
効
果
が
出
る
よ
う

工
夫
を
こ
ら
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

急
激
な
高
齢
化
と
少
子

化
等
に
対
応
す
る
た
め
の
費
用

に
関
す
る
収
支
見
通
し
と
新
た

な
財
政
収
入
に
つ
い
て
伺
う
。

と
進
め
て
い
る
が
、
効
果
等
を

検
証
し
て
定
期
的
に
４
者
で
協

議
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

中
仙
川
の
改
修
工
事
を

進
め
る
と
と
も
に
、
中
原
へ
の

雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
工
事
に

取
り
組
む
。
工
事
完
了
後
も
４

者
で
効
果
を
検
証
し
、
必
要
に

応
じ
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

身
近
な
自
治
体
と
し
て

の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
あ

り
方
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長　

少
子
化
が
進
む
中
、
全

市
長　

現
在
、
公
会
堂
の
建
て

替
え
の
有
無
を
含
め
た
配
置
プ

ラ
ン
を
検
討
す
る
段
階
に
あ
り

複
数
の
プ
ラ
ン
が
固
ま
っ
た
段

階
で
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

三
鷹
駅
南
口
中
央
通
り

東
地
区
再
開
発
に
つ
い
て
は
、

何
年
も
の
間
、
事
業
推
進
が
難

航
し
て
い
る
。
対
応
を
伺
う
。

市
長　

建
物
の
老
朽
化
も
懸
念

さ
れ
る
の
で
、
引
き
続
き
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
と
連
携
し
て
、
早
期

事
業
化
を
目
指
し
、
地
権
者
の

合
意
形
成
や
関
係
機
関
と
の
協

議
・
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

本
市
、
立
川
市
、
日
野

市
の
３
市
が
進
め
て
い
る
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
に
関
す
る
共
同
事

業
に
お
い
て
、
事
業
者
選
定
に

関
す
る
検
討
課
題
を
伺
う
。

市
長　

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
の
調

達
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
が
確
保
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
が
導
入
で
き
る
よ
う
３
市

で
連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
消
費
税
増

税
の
影
響
／
多
世
代
交
流
セ
ン

タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
な
ど

市
長　

民
学
産
公
の
多
様
な
主

体
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
等
の
目
標
を
共

有
し
、
変
革
を
続
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
市
民
に
寄
り
添

っ
た
丁
寧
な
取
り
組
み
の
推
進

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

議
員　

台
風
等
に
よ
る
都
市
型

水
害
対
策
を
国
、
都
、
調
布
市

議
員　

平
成
31
年
度
の
本
市
の

施
政
方
針
に
は
、
国
連
が
掲
げ

る
国
際
目
標
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の

達
成
に
即
し
た
取
り
組
み
を
進

め
る
と
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ

い
て
の
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

市
長　

持
続
可
能
で
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
未
来
を
創
る
た
め

に
は
、
基
礎
自
治
体
が
草
の
根

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
認
識
す
る
。

議
員　

読
売
新
聞
に
日
本
史
研

究
家
の
磯
田
道
史
氏
の
「
防
災

と
は
嫌
わ
れ
る
決
断
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
の
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ

れ
た
。
こ
の
言
葉
に
つ
い
て
ど

う
受
け
止
め
る
か
伺
う
。

市
長　

市
民
の
財
産
・
生
命
を

守
る
た
め
、
嫌
わ
れ
る
決
断
と

思
わ
れ
て
も
、
積
極
的
か
つ
継

続
的
に
防
災
対
策
の
推
進
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
す
る
。

議
員　

市
庁
舎
・
議
場
棟
等
の

建
て
替
え
事
業
の
課
題
に
つ
い

て
は
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く

説
明
を
す
る
義
務
が
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

議
員　

少
子
高
齢
化
、
貧
困
、

孤
独
死
な
ど
、
現
代
社
会
の
問

題
を
解
決
す
べ
く
、
一
人
一
人

に
寄
り
添
っ
た
支
援
が
行
政
に

求
め
ら
れ
て
い
る
。
施
政
方
針

で
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な

い
三
鷹
の
未
来
を
創
る
と
し
て

い
る
が
、ど
う
展
開
す
る
の
か
。

り
、
存
続
は
考
え
て
い
な
い
。

議
員　

本
市
の
学
童
保
育
所
の

待
機
児
童
が
増
加
傾
向
に
あ
る

中
、
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設

さ
れ
る
。
学
童
保
育
所
を
増
設

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
政
策
部
長　

子
育
て
ニ

ー
ズ
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

引
き
続
き
学
童
保
育
施
設
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員　

不
登
校
、
貧
困
、
虐
待

な
ど
で
苦
し
む
子
ど
も
が
増
え

て
お
り
、
児
童
館
は
役
割
を
増

し
て
い
る
。
児
童
館
を
増
設

し
、
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
を

増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

子
ど
も
政
策
部
長　

新
た
に
整

備
す
る
予
定
は
な
い
が
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
が
果
た

せ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

利
用
率
は
、
使
用
料
が
無
料
だ

っ
た
社
会
教
育
会
館
の
半
分
ほ

ど
で
あ
る
。
使
用
料
を
無
料
化

し
、
利
用
の
促
進
を
す
べ
き
と

考
え
る
。
所
見
を
伺
う
。

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
部
長　

施
設

の
状
況
が
異
な
る
の
で
、
単
純

な
比
較
は
難
し
い
。
使
用
料
に

つ
い
て
は
適
切
だ
と
考
え
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
休
日
診
療

所
、
休
日
調
剤
薬
局
等
の
一
体

的
な
整
備
／
職
員
及
び
教
職
員

の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
な
ど

議
員　

市
は
市
庁
舎
・
議
場
棟

等
の
建
て
替
え
に
つ
い
て
、
三

鷹
郵
便
局
と
の
一
体
的
な
整
備

に
向
け
、
日
本
郵
便
株
式
会
社

と
基
本
協
定
を
結
ぼ
う
と
し
て

い
る
。
200
億
円
か
け
て
建
て
替

え
る
こ
と
に
、
市
民
は
全
く
合

意
で
き
て
お
ら
ず
、
協
定
締
結

を
交
わ
す
べ
き
で
な
い
と
考
え

る
。
見
解
を
伺
う
。

市
長　

現
在
、
基
本
構
想
の
策

定
の
途
中
で
あ
り
、
目
安
と
し

て
示
し
た
の
が
200
億
円
と
い
う

上
限
の
額
で
あ
る
。
締
結
の
予

定
は
撤
回
し
な
い
。

議
員　

ど
ん
ぐ
り
山
を
廃
止
す

べ
き
で
な
い
と
い
う
市
民
の
声

は
今
も
根
強
い
。
存
続
さ
せ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

平
成
30
年
第
１
回
三
鷹

市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
廃
止

に
係
る
条
例
が
可
決
さ
れ
て
お

代
表
質
疑

　

３
月
１
日
の
本
会
議
で
、
各
交
渉
会
派 

（
所
属
議
員
３
人
以
上
の
会
派
）
の
代
表
者

５
人
が
平
成
31
年
度
予
算
に
つ
い
て
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
庁
舎
建
て
替
え

日
本
郵
便
㈱
と
協
定
を
結
ぶ
な

い
の
ち
が
大
事
　
伊
沢
　
け
い
子
　
議
員

未
来
志
向
の
視
点
に
立
ち

　
多
様
な
市
民
参
加
と
協
働
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
渥
美
　
典
尚
　
幹
事
長

市
民
生
活
の
実
態
把
握
と

多
様
性
を
重
視
し
た
施
策
を

民
主
緑
風
会
　
岩
見
　
大
三
　
幹
事
長

市
庁
舎
建
て
替
え
時
期
は

市
民
意
見
を
踏
ま
え
再
考
せ
よ

日
本
共
産
党
　
大
城
　
美
幸
　
幹
事
長

三
鷹
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を

公
明
党
　
赤
松
　
大
一
　
副
幹
事
長

現在の市庁舎・議場棟

三鷹市食べきり運動協力店ステッカーなど

　

代
表
質
疑
・
一
般
質
問
の

模
様
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　


